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　本書は，大学学部の2・3年生のレベルを考えて書か

れた，大気物理学・気象学の入門書的な教科書である．

この教科書を読んでまず感じることは，もり込んである

テーマがきわめて多いということである・確かに，最近の

気象学では，とりあつかうべき問題が急速に多様化して

おり，裾野の広い知識と関心をもつととが必要になって

いる．このような時代的背景を考えると，若い人は今

のうちに，中堅の研究者は今からでも遅くないから，こ

のような教科書を一度読んでおくのがいいのではないか

と感じられる．特に日本では，日本人の発想や教育・研

究に対する対応の仕方等が原因となっているのであろう

が，この種の教科書が生まれる素地はきわめて少ない．

　本書の内容の内で，我が国で作られる教科書の中に，

あまり見かけることがないようなテーマとしては，

　●電離圏や磁気圏の構造

　●大気中の微量気体の成分のケミストリー

　●太陽放射と電離・光化学

　●大気電気学の中のイオン生成や消滅に関する部分

等が挙げられる．これらに関する記述は，他のテーマた

とえばダィナミックスに較べてもほぼ等しい力の入れ方

でなされている．

　今後，気象学会では，気候（あるいは，その変動）と

関係する研究が増加すると思われるが，このような研究

の際，いささかでも，電離圏なり磁気圏に関する知識が

あれば，太陽活動（あるいは，太陽定数の変化）がいか

に多彩なパイプを通して地球大気をコント・一ルし得る

かを考える上で大きな助けとなる．また，今日的な問題

である，NOx，SOx，CO2のサイクルや，濃度変化と人

間の活動というテーマも，この種の気象学の教科書の中

で読むことは，筆者のような年寄りにはやや妙な気がす

るが，やはり今後の学問の方向を暗示しているように受
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けとれた．

　次にこの本が，写真や図をふんだんに使って読者を楽

しませてくれるごとは強調されてよい．オーロラの写真

は，カラーであればすぽらしいもめであろうが．典形的

なカーテン状オーロラ，それに通常‘IRay　structure”と

呼んでいるが，磁力線の方向をきれいに反映しているも

の．雲の写真（このごろでは，飛行機に乗っで旅行する

人も多くなったので直接，高々度で雲を見驚機会も増し

ているであろうが，・人工衛星写真は良い．・電の写真は楽

しかった．筆者が，電の写真をしげしげとながめたの

は，今回が初めてであり，そのような気を起こさせて写

真の良さは大いに誉められて良い．大気電気関係では，

雷放電の高速写真が良い．また，同じ放電をとらえた写

真に，山頂の塔に落ちた様子が写されてヤ・るが，山頂ま

での道が点々と連らなる街路燈によって認められ，“ス

イスの山は，どこまで行ってもちゃんと人間が管理して

いる”と教えてくれた友人の話を思い出したりした．

　力学関係では，ふんだんに人工衛星写真が用いられ，

“現代”の教科書という印象を強くした．

　ページ数が200ぺ一ジあまりであり，この中に今まで

に述べたように，力学，放射，雲物理，大気化学，等々

を盛り込んであるため，各部分については，つっ込み不

足を感じざるを得ないが，この点は2・3年生というレ

ベルに合わせてあることもあって仕方のない所であろ
う．

　最後になったが，大気化学の章は少し注意して読む必

要がある．充分に定説として定着がないうちに図になっ

ているものや，誤りと思われる図が用いてある．イオウ

の循環を取りあつかった図皿一5は，Sea　Sprayに関す

る部分は，訂正されるべきであろう．しかし，本書の性

格上，あまりトピックスに走るより，もう少し他の記述

法を取って確かな所とそうでない所をわけるようにする

方がbetterであるかも知れぬ．図P10は，Cloud

Condensation　Nucleiとして働く粒子の径を，最小で

0．2μmぐらいになるように描いてあるのは誤りであろ
う．

　とまれ，関心を広く持ち足腰の強い研究者が必要であ

ることを感じさせる教科書である．　　　（岩坂泰信）
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